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写真：	海外まき網搭載艇 かぐや姫号
聖人堀鐵工所（宮城県石巻市）

We Make Hoists

漁業船団をバックアップするキトーのホイスト
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漁業船団をバックアップするキトーのホイスト We Make Hoists

今回の取材先は宮城県石巻市にある聖
しょうにんぼりてっこうしょ

人堀鐵工所、アルミ船を造る工場です。
テレビを見ていたら、キトーのホイストがアルミ船の底をひっくり返す作業に使われていました。
さっそく取材させてもらえないかとお願いしたところ、快く受けていただきました。

　聖人堀鐵工所では、海外まき網漁船に搭載する小型の船を
造っています。製造の現場には、船の骨格と外側を形成する「船
殻（せんこく）」と、エンジンや各種装備を取り付ける「艤装（ぎそ
う）」の工程があり、それぞれに4〜6人がチームを組んで完成

まで関わります。１艘を仕上げるのに5か月くらいかかり、1号艇
から5号艇（漁師さんは縁起を担ぐので、4号艇はありません）ま
での4艘をセットにして、納めるケースが多いそうです。

海外まき網漁法
　海外まき網漁船は、3～4艘のボートを搭
載して外洋に出て行きます。そのボートの中
で最大の1号艇は、漁船の船尾に積まれて
いて、かつおの群れが発見されると、網の片
方をつけて海に下ろされます。漁船は群れ
を大きく取り囲むように旋回。かつおの群れ
を網で取り囲んだら、素早くリングに通した
ワイヤで網の裾を引き締め、袋状にして閉じ
込めます。船の上にすくい上げられたかつお
は、船内ですぐに凍結されます。日本有数の
焼津港や枕崎港から漁場までは、片道約1
週間の航海。魚群に当たったら、一攫千金
のチャンスかも！

船底にある3本の筋が
特徴の1号艇。
それに比べて少し
小ぶりの2号艇から
5号艇は、魚が逃げない
ように網の外側で
サポートします。
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